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　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

在宅支援に向けたリハビリの取り組み

　今後７５歳以上の高齢者の急増が見込まれています。高齢者は、医療や介護サービス、見守りなど
の生活支援、住まいの確保など、日常生活を安心・安全に送るうえでのさまざまな支援を必要とする
ため、これらのサービスや支援が日常生活圏域の中で、包括的・継続的に提供される仕組み、いわゆ
る地域包括ケアシステムの構築が重要な課題となっています。
　地域包括ケアシステムとは「ニーズに応じた住宅が提供されることを基本としたうえで、生活上の
安全・安心・健康を確保するために、医療や介護のみならず、福祉サービ
スを含めたさまざまな生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供でき
るような地域での体制のこと」と定義されており、リハビリテーションに
おいても、このような現状を踏まえた取り組みが求められています。
　このため、成羽病院に開設が予定されている「川上訪問看護ステーショ
ンサテライト」と協力・連携して、在宅支援に向けたリハビリ体制の強化
を図り、訪問リハビリの実施など、家庭における医療の提供を目指して取
り組んでいきます。

成羽病院リハビリテーション室
理学療法士　安田　守

　　　　　　　☆秋のイタリアンランチフェア
　９月１６日㈫から９月３０日㈫まで、イタリアンランチフェアを開催します。イタリア人シェフ
のアレージ・ジョルジョさんが、安心安全な高梁産の野菜や食材にこだわって作った本場のイタリ
アンランチとデザートです。数量限定のため、売り切れの場合もあります。ランチフェア期間中は、
プチケーキを無料サービスします。

　レストラン「ラ・エスペランサ」（順正学園国際交流会館 1 階・奥万田町）
　営業時間　午前１１時３０分～午後２時（※土・日曜日、祝日は休業）
　イタリアンランチ 600 円　パスタランチ 500 円　コーヒー＆デザート 300 円
■問い合わせ　株式会社ＪＥＩ　☎�３７２０

☆市民講座「吉備発！生活力向上講座」
　市民の皆さんを対象に、高梁市との共催で市民公開講座を開催します。受講料は無料です。受講
を希望する人は、電話にてお早めにお申し込みください。

　 ▼会　場：吉備国際大学１４号館５階 14506 教室　　 ▼時　間：午後１時～午後３時
実施日 講　義　名 講　　　師

　９月２０日㈯ 生涯学習を学ぶ 社会科学部  講師  倉知典弘
１０月　４日㈯ 健康維持・増進と＋１０（テン） 社会科学部  講師  天岡　寛
１０月１８日㈯ 現代社会と精神保健 保健医療福祉学部  教授  山北勝寛
１０月２５日㈯ “病院”はどんなところ？－賢い医者のかかり方 保健医療福祉学部  教授  村上重子

■問い合わせ・申し込み　吉備国際大学庶務課　☎�７４０４

☆「第６回吉備国際大学日本語スピーチコンテスト」
　高梁市やその周辺地域で活躍している外国人留学生たちが、滑らかな日本語でスピーチを行う様
子を、市民の皆さんもぜひご覧ください。コンテストの前半終了後には、留学生たちが作った中国・
韓国料理の試食会も行います。

　 ▼日　時：１０月１８日㈯　午後 1 時～　　 ▼会　場：順正学園国際交流会館（奥万田町）
■問い合わせ　吉備国際大学留学生課　☎�９１８９

９月～１０月開催のイベントを紹介します！
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文
武
の
充
実

　

諸
外
国
が
日
本
の
開
国
を
迫
っ
て
き
て

い
る
不
穏
な
時
代
に
あ
っ
て
、
藩
主
板い
た

倉く
ら

勝か
つ

静き
よ

は
松
山
藩
の
力
を
充
実
し
、
伸
長
す

る
た
め
、
藩
士
の
文
武
の
質
の
向
上
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。
火
事
以
後
仮
校
舎
で
あ

っ
た
藩
校
の
有
終
館
を
立
派
な
学
舎
に
し
、

藩
士
の
子
弟
に
７
、８
歳
よ
り
学
習
す
る
こ

と
を
義
務
と
し
ま
し
た
。
武
道
は
盛
ん
で

し
た
が
勝
静
は
「
文
な
き
武
は
誠
の
武
に
あ

ら
ず
」と
言
っ
て
、
儒
学
・
歴
史
・
文
詩
な
ど
、

人
と
し
て
良
く
生
き
る
学
問
を
学
ば
せ
ま

し
た
。
熱
心
な
人
に
は
寄
宿
舎
に
宿
泊
し

て
学
ぶ
こ
と
を
許
可
し
、
更
に
、
意
欲
が

あ
り
遊
学
す
る
人
に
、
二に

人に
ん

扶ぶ

持ち

の
奨
学

金
を
与
え
て
い
ま
す
。
武
術
で
は
熊く
ま

田た

恰あ
た
か

な
ど
多
く
の
人
が
諸
国
の
達
人
の
も
と
に

修
業
に
行
き
、
学
問
で
は
進し
ん

鴻こ
う

渓け
い

、
三み

島し
ま

中ち
ゅ
う

洲し
ゅ
う

な
ど
幕
府
の
学
問
所
、
昌し
ょ
う

平へ
い

黌こ
う

で
十

数
人
が
学
ぶ
な
ど
、
小
藩
で
最
も
多
く
の

人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
て
有
能
な

人
材
が
育
ち
、
の
ち
に
藩
政
の
上
で
活
躍

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
農
民
や
商
人
の
学
校
と
し
て
玉
島

の
教
諭
所
、
総
社
の
八
田
部
教
諭
所
、
松

山
に
鍛
冶
町
教
諭
所
が
で
き
、
後
に
勤
王

の
志
士
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
原は
ら

田だ

亀か
め

太た

郎ろ
う

も
こ
こ
で
学
ん
で
い
ま
す
。
教
諭
所
で

は
有
終
館
と
同
じ
教
育
を
行
い
、
学
問
が

優
れ
る
と
、
士
族
に
取
り
立
て
て
い
ま
す
。

各
地
に
寺
子
屋
も
で
き
、
習
字
を
中
心
に
教

え
て
い
ま
す
。
他
に
藩
士
に
よ
る
塾
も
あ

り
、
河か
わ

井い

継つ
ぎ

之の

助す
け

の
書
い
た
日
記
「
塵ち
り

壷つ
ぼ

」

に
、
進
鴻
渓
の
塾
で
、
12
歳
に
な
る
農
家

の
子
供
が
「
唐と
う

宋そ
う

八は
ち

大た
い

家か

文ぶ
ん

」
を
読
ん
で
い

た
こ
と
に
感
心
し
、
松
山
藩
の
文
化
水
準

の
高
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

方
谷
は
有
終
館
学
頭
時
代
か
ら
西
洋

の
兵
法
を
研
究
し
て
お
り
、
嘉
永
５

（
１
８
５
２
）年
に
郡
奉
行
に
な
る
と
、
庄

屋
層
か
ら
指
導
者
を
選
ん
で
帯
刀
を
認

め
、
猟
師
及
び
農
民
の
身
体
強
健
な
者
を

集
め
、
８
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
大
隊
を
作
り
、

１
２
０
０
名
の
農
兵
隊
を
組
織
し
ま
し
た
。

全
員
に
よ
る
訓
練
は
年
１
回
、
桔
梗
河
原

で
行
わ
れ
、
そ
れ
を
見
学
し
た
長
州
藩
の

久く

坂さ
か

玄げ
ん

瑞ず
い

は
「
我
藩
の
銃
陣
は
こ
れ
に
及
ば

な
い
」
と
感
嘆
し
た
そ
う
で
す
。
方
谷
の
書

い
た
こ
の
隊
列
の
図
が
「
山
田
方
谷
全
集
」

に
載
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
総
門
に
は
数
十

門
の
大
砲
が
並
び
、
来
藩
者
を
驚
か
せ
て

い
ま
し
た
。
な
お
下
級
武
士
や
農
兵
に
は

鉄
砲
を
貸
し
与
え
る
な
ど
、
巨
額
の
軍
備

費
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

方
谷
は
撫ぶ

育い
く

方か
た

を
通
し
て
釘く
ぎ

・
綿
織
物

な
ど
松
山
の
産
物
を
集
め
、
江
戸
の
国
産

方
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
利
益
を

得
て
い
き
ま
し
た
。
江
戸
藩
邸
の
経
費
も

こ
れ
で
賄
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
輸
送
に

は
松
山
か
ら
玉
島
ま
で
は
高
瀬
舟
で
、
兵

庫
港
ま
で
は
地
元
の
船
で
、
兵
庫
港
か
ら

外
洋
船
に
積
み
替
え
て
江
戸
に
運
び
ま
し

た
。
外
洋
船
の
運
賃
は
２
０
０
０
両
も
か
か

り
ま
し
た
。
文
久
２（
１
８
６
２
）年
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
ス
ク
ー
ネ
ル
型
帆
船（
３
５
０

㌧
、
長
さ
33
㍍
）を
７
１
５
０
両
で
購
入
し
、

快
風
丸
と
名
づ
け
て
玉
島
か
ら
江
戸
へ
の

物
資
輸
送
に
活
用
。
時
に
は
北
海
道
函
館

ま
で
も
航
行
し
、
商
取
引
に
大
い
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
戦
時
に
は
快
風
丸
を
軍
船

と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
考
え
を
方
谷
は

も
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

方
谷
は
以
前
か
ら
、
防
衛
上
重
要
な
場
所

に
武
士
を
入
植
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
、
と

い
う
熊く
ま

沢ざ
わ

蕃ば
ん

山ざ
ん

の
考
え
に
共
鳴
し
て
い
ま

し
た
。
郡
奉
行
に
な
っ
て
か
ら
、
松
山
領

に
四
つ
の
候
補
地
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

実
現
し
た
の
は
最
重
要
地
点
の
野の

山や
ま（

現
吉

備
中
央
町
西

南
部
）で
し

た
。

　

野
山
は
松

山
城
の
地
続

き
で
、
東
か

ら
の
侵
略
に

対
し
て
守
る

べ
き
要
害
の

地
で
す
。
松

山
城
下
へ
の
防
衛
上
の
備
え
と
し
て
、
安

政
４（
１
８
５
７
）年
、
20
人
あ
ま
り
の
在

宅
武
士
を
移
住
さ
せ
ま
し
た
。
宅
地
や
住

居
な
ど
す
べ
て
の
経
費
を
藩
が
賄
い
、
藩

士
の
給
与
も
以
前
と
同
じ
だ
け
支
給
し
て

い
ま
す
。
中
央
に
学
問
所
が
作
ら
れ
、
城

下
と
同
じ
教
育
内
容
で
学
問
が
で
き
、
武

術
を
訓
練
し
て
東
方
の
守
り
を
固
め
、
希

望
す
れ
ば
周
囲
の
農
地
が
も
ら
え
ま
し
た
。

当
初
、
在
宅
武
士
の
な
か
に
は
左
遷
さ
れ
た

と
反
感
を
持
っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
住

ん
で
み
る
と
城
下
よ
り
も
生
活
し
や
す
く
、

や
が
て
希
望
者
も
出
て
、
30
名
以
上
が
住

み
着
き
ま
し
た
。

　

方
谷
自
身
も
入
植
し
た
い
と
藩
に
願
い

出
て
了
承
さ
れ
、
安
政
６
年（
１
８
５
９
）

よ
り
長
瀬
に
居
住
し
て
、
対
岸
の
瑞
山
を

開
拓
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
藩
の
役
を
果

た
す
た
め
に
、
月
に
３
度
、
10
日
ほ
ど
城

下
に
来
て
、
奥
万
田
の
お
茶
屋（
通
称
水
車
）

に
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
こ
に
は

河
井
継
之
助
も
泊
ま
っ
て
い
ま
す

（
文
・
児
玉
享
さ
ん
）

山
田
方
谷
を
語
る

方谷が組織した備中松山藩鉄砲組を再現

平成 25年に整備された旧備中松山藩御茶屋


